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ほくほく線に初めて『列車』！

稲刈りも始まり「秋たけなわ」の9月19日、

ほくほく線の試験走行がいよいよ開始されまし

た。トンネルを出た車両は、稲穂の輝きや空の
　　　　　　　まぶ青さに反射して眩しいくらい。開業まで、あと

半年。線路には絶対！近づかぬよう願います・
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祝

し暑

冒

　
今
年
も
敬
老
事
業
の
一
環
と
し
て
長
寿
者
（
満
八
十
八
歳
以
上
、
米
寿
、

喜
寿
）
と
金
婚
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の
該
当
者
に
県
、
町
か
ら
祝
い
状
や

記
念
品
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
該
当
者
の
中
か
ら
、
今
年
は
関
谷
収
入
役
が
所
用
で
不
在
の
関
谷

町
長
に
代
わ
り
、
ご
夫
婦
で
喜
寿
を
迎
え
ら
れ
た
柳
和
長
次
・
美
代
子
さ

ん
（
太
平
．
お
お
た
）
と
九
十
五
歳
で
健
康
な
関
谷
勇
吉
さ
ん
（
松
代
・

ば
ん
じ
ろ
う
）
、
米
寿
の
室
岡
寅
蔵
さ
ん
（
池
尻
・
つ
ん
ね
）
、
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
婚
の
柳
春
吉
・
ト
シ
ノ
さ
ん
夫
婦
（
奈
良
立
・
あ
た
し
ゃ
）
、
そ
し
て
、

金
婚
の
高
橋
民
五
郎
・
ユ
キ
イ
さ
ん
夫
婦
（
莇
平
・
げ
ん
じ
ん
）
の
お
宅

を
訪
れ
祝
福
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
町
の
長
寿
一
は
百
歳
五
ヵ
月
で
、
庭
の
手
入
れ
も
さ
れ
る
ほ

ど
お
元
気
な
山
本
オ
キ
さ
ん
（
孟
地
・
ど
う
の
し
た
）
で
す
。
敬
老
の
日

の
十
五
日
に
は
、
新
潟
県
の
川
村
副
知
事
も
山
本
さ
ん
の
お
宅
を
訪
れ
、

百
歳
の
長
寿
を
祝
福
さ
れ
ま
し
た
。

「いつまでもお元気で！」

　最高齢の山本オキさんは、川村副知事の

　訪間を受け激励をうけました。

関
谷

室
岡

樋
口

佐
藤

山
岸

柳

　
　
　
　
　
（
婚
姻
6
0
年
）

弘
治
・
ハ
ナ

（
松
代
・
し
の
の
め
や
商
店
）

満
蔵
・
オ
キ
イ

　
　
　
（
松
代
・
い
ん
き
ょ
）

蔵
造
・
ア
エ

　
　
（
松
代
・
お
お
し
も
や
）

勇
吉
・
サ
ト

　
　
（
孟
地
・
き
ゅ
う
ま
っ
）

菊
蔵
・
ス
イ

　
　
（
蒲
生
・
し
み
ず
ば
た
）

春
吉
・
ト
シ
ノ

　
　
（
奈
良
立
・
あ
た
し
ゃ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
婚
姻
5
0
年
）

関
谷
　
信
義
・
藤

　
　
　
　
　
（
松
代
・
は
り
ま
や
）

市
川
啓
次
郎
・
ヨ
キ
イ

　
　
　
　
　
（
松
代
・
か
わ
ち
や
）

樋
口
　
政
栄
・
マ
ツ
ノ

　
　
　
　
（
松
代
・
ま
さ
え
ん
ど
）

鈴
木
　
昌
信
・
ハ
ツ
エ

　
　
　
　
（
松
代
・
す
ず
き
綿
店
）

鈴
木
　
益
蔵
・
シ
ゲ

　
　
　
（
松
代
・
あ
ん
ね
ん
ば
し
）

市
川
　
明
治
・
エ
ツ

　
　
　
　
（
松
代
・
ま
つ
も
と
や
）

萬
羽
　
昇
三
・
サ
キ

　
　
　
　
（
松
代
・
お
お
ま
き
や
）

山
賀
　
正
夫
・
タ
ケ

　
　
（
松
代
・
山
賀
モ
ー
タ
ー
ス
）

山
賀
豊
次
郎
・
カ
ツ

　
　
　
　
（
小
荒
戸
・
い
ん
き
ょ
）

富
澤
　
忠
平
・
ヨ
シ

　
　
　
　
　
　
（
小
荒
戸
・
に
し
）

高
橋
　
　
勇
・
臣
子

　
　
　
　
　
（
菅
刈
・
う
し
ろ
だ
）

山
賀
宗
一
郎
・
フ
ヨ

　
　
　
　
（
池
之
畑
・
い
ず
み
や
）

宮
澤
　
栄
七
・
久

　
　
　
　
　
　
（
下
山
・
な
か
ご
）

宮
澤
徳
太
郎
・
ト
ミ

　
　
　
　
　
（
下
山
・
し
ん
た
く
）

武
田
雄
一
郎
・
フ
ク
ヨ

　
　
　
　
（
千
年
・
み
ち
ざ
か
い
）

柳
　
　
　
晟
・
ク
ニ

　
　
　
　
（
千
年
・
あ
ら
や
し
き
）

佐
藤

関
谷

小
堺

小
堺

若
井

若
井

小
島
貫
一
良
・

若
月

柳

武
則
・
セ
イ

　
（
千
年
・
さ
ん
ま
い
だ
）

金
平
・
ト
ラ

　
（
千
年
・
さ
い
の
か
み
）

廣
治
・
キ
ク
ノ

（
池
尻
・
き
ち
ろ
う
い
ん
）

三
雄
・
カ
ネ

　
（
蓬
平
・
ち
ょ
う
き
ち
）

俊
二
・
富
子

　
　
　
（
蓬
平
・
お
ま
い
）

博
弥
・
フ
サ

　
　
（
蓬
平
・
ま
つ
べ
え
）

　
5
　
コ
ン

　
　
（
犬
伏
・
ま
ん
き
ち
）

庚
平
・
ソ
ノ

（
孟
地
・
ち
ゅ
う
い
も
ん
）

一
雄
・
リ
ョ
ウ

　
　
　
（
苧
島
・
な
か
ご
）

室
岡
　
茂
八
・
ミ
サ
ホ

　
　
　
　
　
（
仙
納
・
み
や
の
わ
き
）

高
橋
民
五
郎
・
ユ
キ
イ

　
　
　
　
　
（
莇
平
・
げ
ん
じ
ん
）

菅
井
直
太
郎
・
キ
ミ
子

　
　
　
　
　
（
蒲
生
・
な
び
ろ
や
）

本
柳
　
英
作
・
テ
ル
ヨ

　
　
　
　
　
（
蒲
生
・
せ
ん
だ
や
）

小
堺
博
大
・
重
子

　
　
　
　
　
（
儀
明
・
さ
く
べ
え
）

高
橋
　
守
雄
・
良
江

　
　
　
（
福
島
・
じ
ゅ
う
に
た
や
）

小
堺
陽
七
郎
・
ヨ
キ

　
　
　
　
　
　
（
室
野
・
た
な
か
）

佐
藤
　
久
年
・
イ
ツ
子

　
　
　
　
（
室
野
・
も
と
や
し
き
）

米
持
幸
夫
・
ツ
ヤ

　
　
　
　
　
　
（
室
野
・
じ
ぜ
ん
）

米
持
義
一
・
ハ
ッ
ェ

　
　
　
　
　
　
（
室
野
・
ぎ
ぜ
ん
）

矢
沢
藤
太
郎
・
ス
ジ

　
　
　
　
　
　
（
峠
・
お
お
し
た
）

牧
田
　
大
松
・
キ
ョ
ノ

　
　
　
　
　
　
（
峠
・
と
う
ふ
や
）

石
野
　
信
吉
・
ユ
キ
コ

　
　
　
　
（
木
和
田
原
・
ひ
が
し
）

中
沢
　
正
」
・
キ
ミ
エ

　
　
　
　
（
木
和
田
原
・
た
な
か
）

関
谷

高
橋

勇
吉
　
（
松
代
・
ば
ん
じ
ろ
う
）

キ
イ
　
（
福
島
・
み
せ
）
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〈
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の
柳
さ
ん
ご
夫
妻
。

　
　
「
お
ら
ど
こ
は
、
み
ん
な
飲
む
ん
で
す
よ
」

平成8年9月15日現在松代町長寿者番付表

》
ご
夫
婦
で
め
で
た
く
喜
寿

　
　
太
平
・
お
お
た
の
柳
さ
ん

東 西

氏　　　名 集落 年齢 順位 年齢 集落 氏　　　名

山本オキ 孟地 100．05 横綱 99．〔凶 犬伏 柳力　ツ

小堺ヤス 蒲生 99．01 大関 97．02 犬伏 松山セン

市川廣治 田　沢 95．07 関脇 94．06 松代 関谷勇吉

高橋キイ 福島 94．05 小結 93．07 儀明 小堺ヨシ

小林豊保 蒲生 93．07 前頭1 93．07 蓬平 若井文藏

佐藤ヨイ 儀明 93．05 前頭2 93．〔凶 池之畑 市川ヌイ

宮澤文平 下　山 92．08 前頭3 92．07 松代 関谷イ子

若月ミユ 海老 92．04 前頭4 91．10 田野倉 樋□トモ

小堺マス 儀明 91．09 前頭5 91．04 室野 佐藤ヨシノ

小堺ミキ 儀明 91．01 前頭6 90．11 仙納 本柳ヨシ

佐藤力ツノ 儀明 90．11 前頭7 90．09 松代 関谷ミネ

山岸コイ 蒲生 90．03 前頭8 90．02 千年 柳ツ　ギ

の
すで月力　歳90よ嘱つ90齢年満は齢年※

〈
米
寿
の
室
岡
さ
ん
。
役
場
を
退
職
さ
れ

　
て
三
十
余
年
。
ま
す
ま
す
お
元
気
で
す
。

▼若々しい金婚の莇平・高橋ご夫妻。

　大正元年に作った自慢の仏壇の前で
　記倉写真。

▲95歳でお元気な関谷勇吉さんを囲んで記念写真。

　2日がかりでグミの木を切るほど元気とのことです。

高高藤鈴鈴相山石柳
橋橋巻木木澤岸口

寿
（
八
＋
八
歳
）

サ
ツ
（
松
代
・
ぜ
ん
と
く
は
ら
）

倉
蔵
（
松
代
・
あ
さ
ひ
や
）

ヤ
ユ
（
松
代
・
げ
ん
す
け
）

テ
リ
（
松
代
・
相
澤
組
）

周
平
（
松
代
・
ふ
く
ぞ
う
）

タ
ヨ
（
松
代
・
ま
つ
だ
い
印
刷
）

キ
ョ
（
松
代
・
藤
屋
金
物
店
）

ヨ
キ
（
田
沢
・
ま
る
や
ま
）

タ
ヶ
（
田
沢
・
た
ん
ぼ
）

宮
澤
文
太
郎
（
下
山
・
た
か
は
ら
）

室
岡
　
寅
蔵
（
池
尻
・
つ
ん
ね
）

小
堺
　
サ
ノ
（
蓬
平
・
ま
ご
じ
ん
）

山
本
　
セ
キ
（
犬
伏
・
い
り
お
き
）

柳
　
　
シ
サ
（
苧
島
・
あ
め
や
）

村
山
宇
一
郎
（
室
野
・
あ
っ
ち
あ
ん

　
　
　
　
　
　
ど
う
）

米
持
　
健
蔵
（
室
野
・
さ
ん
の
う
し
た
）

矢
沢
　
フ
ヂ
（
峠
・
ご
ぼ
さ
）

　
今
年
は
、
め
で
た
く

金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
幸

せ
な
ご
夫
婦
が
多
い
の

に
驚
き
ま
し
た
。
よ
く

考
え
て
み
る
と
、
昨
年

は
終
戦
五
十
年
の
年
。

　
憎
む
べ
き
戦
争
も
終

わ
り
、
復
員
さ
れ
た
多

く
の
若
者
で
ム
ラ
に
は

活
気
が
…
考
え
た
だ
け

で
も
胸
が
熱
く
な
り
ま

す
。
い
つ
ま
で
も
健
康

で
幸
せ
な
人
生
を
…
…
。

3



道
徳
の
授
業
を

　
　
　
　
　
　
公
開
し
ま
す
！

　
小
・
中
学
校
で
は
、
道
徳
教
育
の

授
業
公
開
を
十
月
二
十
二
日
午
前
に

行
な
い
ま
す
．

　
今
、
道
徳
授
業
で
は
ど
う
い
っ
た

こ
と
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
か
を
知

る
ま
た
と
な
い
機
会
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
学
区
の
皆
さ
ん
、
参
加
さ
れ
て

み
た
ら
い
か
が
で
し
よ
う
か
。

　
な
お
、
公
開
授
業
は
3
限
に
行
っ

て
い
ま
す
。
時
間
を
確
認
の
う
え
、

ご
参
加
願
い
ま
す
。

《
松
代
小
・
六
年
生
》

　
十
時
四
十
分
～
十
一
時
二
十
五
分

《
孟
地
小
・
全
校
〉

　
十
時
二
十
五
分
～
十
一
時
十
分

《
奴
奈
川
小
・
全
校
》

　
十
時
三
十
五
分
～
十
一
時
二
十
分

《
松
代
中
・
全
校
》

　
十
時
四
十
分
～
十
一
時
三
十
分

◆撒φ個”◆撒φ珊◆瀞φ泄◆冊◆“◆覗刈帥◆梱卜個”◆個卜個帥◆伺酔◆伺卜伺卜伺

明
る
い
家
庭

〈
小
学
校
の
部
〉

　
　
＊
あ
い
さ
つ
に
つ
い
て
＊

特
選
　
　
松
代
小
六
年
　
市
川
好
美

　
こ
の
町
を
　
楽
し
く
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い
さ
つ
で

準
特
選
　
松
代
小
四
年
　
鈴
木
久
代

　
あ
い
さ
つ
は
　
心
を
開
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
び
ら
だ
よ

準
特
選
　
松
代
小
二
年
　
柳
　
鮎
美

　
だ
れ
に
で
も
　
は
ず
か
し
が
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
に
　
あ
い
さ
つ
を

●

地
域
ふ
れ
あ
い
標
語
入
賞
作
品

総
代
町
『
心
の
教
宵
7
オ

■
■

入
選
松
小
一
年
や
な
ぎ
ふ
と
し

　
あ
い
さ
つ
は
　
げ
ん
き
な
こ
え
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
も
ち
よ
く

入
選
　
松
小
二
年
　
齋
藤
裕
太

　
朝
起
き
て
　
み
ん
な
に
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
い
き
も
ち

入
選
　
松
小
三
年
　
鈴
木
牧
子

　
お
は
よ
う
と
　
声
を
か
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
る
い
一
日

入
選
　
孟
地
小
六
年
　
柳
　
渉

　
ひ
ろ
げ
よ
う
　
え
が
お
の

　
　
　
　
　
あ
い
さ
つ
　
家
庭
か
ら

入
選
　
奴
奈
川
小
二
年
　
佐
藤
　
愛

　
あ
い
さ
つ
は
　
み
ん
な
の
心
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
け
は
し
だ

入
選
　
　
松
中
二
年
　
高
橋
か
お
り

　
大
切
に
　
家
族
み
ん
な
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
さ
し
さ
を

入
選
　
　
松
中
三
年
　
仲
村
　
恵

　
「
た
だ
い
ま
」
と
　
家
に
帰
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
笑
顔
の
家
族

会場は

一
7
ム
』

一
一1

　
町
で
は
、
今
年
度
、
学
校
及
び
地

域
で
の
道
徳
教
育
の
充
実
を
図
る
た

め
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
、
児
童
生
徒
の
社
会
奉
仕
や

福
祉
活
動
の
体
験
発
表
を
兼
ね
て
、

標
記
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
次
の
内
容
で
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
か
ら
参
加

い
た
だ
き
、
児
童
生
徒
に
ご
声
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
期
日
】
十
月
二
十
二
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
～
四
時

【
会
場
】
松
代
中
学
校

【
内
容
】
①
明
る
い
家
庭
・

　
　
　
　
地
域
ふ
れ
あ
い
標
語
表
彰

　
　
　
　
（
午
後
一
時
～
一
時
半
）

　
今
年
の
七
月
～
八
月
末
に
行
な
っ

た
標
語
募
集
の
入
選
者
の
表
彰
式
を

行
い
ま
す
。
入
選
に
は
該
当
し
な
く

と
も
、
力
作
ぞ
ろ
い
で
読
ん
で
い
て

楽
し
い
作
品
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
応
募
数
は
、
小
学
生
二
二

六
通
、
中
学
生
一
四
三
通
、
一
般
七

五
通
で
全
部
で
四
四
四
通
で
し
た
。

　
受
賞
者
は
別
記
の
と
お
り
で
す
。

②
児
童
生
徒
の
体
験
発
表

　
　
　
（
午
後
一
時
半
～
二
時
半
）

　
生
徒
児
童
が
学
校
や
地
域
で
学
ん

だ
体
験
活
動
を
次
の
順
で
発
表
。

　
松
代
小
学
校
↓
孟
地
小
学
校
↓

　
奴
奈
川
小
学
校
↓
松
代
中
学
校

　
な
お
、
発
表
者
に
つ
い
て
は
、
当

日
の
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

③
「
心
」
の
教
育
講
演
会

　
（
午
後
二
時
五
十
分
～
一
時
間
）

　
家
庭
や
地
域
か
ら
生
き
方
を
学
ん

で
い
る
子
供
た
ち
、
講
演
を
と
お
し

て
も
う
一
度
子
育
て
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
．

演
題
　
　
「
家
庭
・
地
域
の

　
　
　
　
　
　
望
ま
し
い
子
育
て
」

講
師
　
元
南
本
町
小
学
校
長
で
現
在

　
　
新
潟
県
青
少
年
健
全
育
成
講
師

　
　
　
　
　
　
　
江
口
　
武
正
　
様

φ伺酔φ個卜個卜伺トゆ◆ψ◆榊蜘旧卜伺帥◆伺NN帥◆ψ◆梱ひ伺帥φ鞄φ融◆“◆瀞◆融◆瀞

〈
中
学
校
の
部
〉

＊
明
る
い
家
庭
づ
く
り
に
つ
い
て
＊

特
選
　
　
松
代
中
二
年
　
柳
　
大
祐

　
家
族
の
和
　
な
ん
で
も
話
す
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聞
け
る
親

準
特
選
　
松
代
中
三
年
　
小
堺
真
理

　
「
あ
り
が
と
う
」
　
こ
の
一
言
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
族
に
も

準
特
選
　
松
代
中
三
年
　
西
潟
美
樹

　
話
そ
う
よ
　
今
日
の
出
来
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夕
食
で

入
選
　
　
松
中
一
年
　
菅
井
那
弥
子

　
い
つ
ま
で
も
　
笑
い
が
た
え
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
慢
の
家
族

〈
一
般
の
部
〉

＊
明
る
い
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て
＊

特
選
　
奴
奈
川
小
二
P
　
佐
藤
厚
子

　
ひ
と
の
子
も
　
ル
ー
ル
違
反
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
声
か
け
て

準
特
選
　
松
小
三
P
　
鈴
木
千
架
子

　
あ
い
さ
つ
の
　
見
本
を

　
　
　
　
　
見
せ
よ
う
　
大
人
か
ら

準
特
選
　
松
小
三
年
P
　
関
谷
拓
雄

　
お
隣
さ
ん
　
今
日
も
元
気
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
声
か
け
て

入
選
　
松
代
中
一
P
　
米
持
敏
雄

　
思
い
や
り
　
あ
ふ
れ
る
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
素
敵
だ
ね

入
選
　
松
小
六
P
　
小
野
島
え
り
子

　
ま
も

　
護
り
ま
し
ょ
う
　
わ
が
子

　
　
　
　
　
ひ
　
と

　
　
　
　
　
他
人
の
子
　
非
行
か
ら

入
選
　
松
代
小
六
P
　
柳
　
裕
子

　
声
か
け
て
　
明
る
く
育
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
の
子

4



　
9
月
1
日
　
ふ
る
さ
と
会
館
に
お

い
て
友
好
交
流
都
市
で
も
あ
る
世
田

谷
区
か
ら
世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

会
理
事
長
な
ど
地
域
で
精
力
的
な
活

動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
俳
優
の
牟

田
悌
三
さ
ん
の
地
域
づ
く
り
講
演
会

が
催
さ
れ
ま
し
た
。
　
『
人
生
っ
て
支

え
あ
い
っ
こ
』
と
題
し
た
講
演
は
、

俳
優
業
の
か
た
わ
ら
5
人
の
子
ど
も

を
通
し
て
P
T
A
に
関
わ
っ
た
こ
と

か
ら
地
域
活
動
へ
展
開
し
た
自
ら
の

実
体
験
を
熱
っ
ぽ
く
語
ら
れ
大
勢
つ

め
か
け
た
聴
講
者
た
ち
に
大
へ
ん
好

評
で
し
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
次
の

言
葉
を
私
た
ち
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
君
は
無
形
文
化
財
」

ど
う
だ
い
近
頃
き
み
生
き
て
い
る
か

い
。
お
じ
さ
ん
も
生
き
て
い
る
ぞ
。

生
き
る
っ
て
い
う
こ
と
は
、
夜
床
に

・
入
る
と
き
、
や
っ
た
な
ア
と
思
え
る

よ
う
な
毎
日
を
送
る
こ
と
だ
。

や
っ
た
な
ア
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
か

っ
て
？
そ
う
、
人
に
認
め
ら
れ
た
り

人
に
信
頼
さ
れ
た
り
、
人
に
愛
さ
れ

た
り
、
心
臓
が
と
き
め
く
こ
と
さ
。

あ
あ
不
思
議
と
『
人
』
と
い
う
字
が

出
て
く
る
ね
。

そ
う
だ
、
人
は
人
の
中
に
生
き
て
い

牟
田
悌
三
さ
ん
を
迎
え
て

　
　
　
働
鰯
δ
《
◎
囲
励
窟
會

　
　
　
　
、

熱弁の牟田悌三さん

る
ん
だ
。
そ
の
ま
た
人
の
ま
わ
り
に

は
大
き
な
大
き
な
自
然
が
生
き
て
い

る
ん
だ
。
だ
か
ら
き
み
、
人
を
感
じ

自
然
を
感
じ
て
い
な
い
と
幸
せ
に
な

れ
な
い
ぞ
。

み
ん
な
が
幸
せ
に
な
れ
ば
自
分
も
幸

せ
に
な
れ
る
ん
だ
な
ア
。

こ
こ
を
こ
う
し
た
ら
み
ん
な
が
も
っ

と
幸
せ
に
な
れ
る
の
に
な
ア
と
思
う

こ
と
な
い
か
い
。

考
え
て
み
よ
う
。
い
や
考
え
る
だ
け

じ
ゃ
だ
め
だ
、
や
っ
て
み
よ
う
。

一
人
で
心
細
か
っ
た
ら
仲
間
が
い
る

じ
ゃ
な
い
か
。

仲
間
と
一
緒
に
な
っ
て
動
い
て
、
動

い
て
…
…
…
汗
を
流
し
て

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
ら
、
そ
の
時

は
次
の
手
を
考
え
る
ん
だ
、
ね
ば
る

ん
だ
、
一
生
を
か
け
て
ね
。

そ
う
だ
き
み
の
や
っ
て
い
る
こ
と
、

そ
れ
が
文
化
と
い
う
こ
と
な
ん
だ
。

そ
う
い
う
き
み
の

姿
は
ま
さ
に
無
形

文
化
財
だ
な
ア
．

見
え
な
い
ん
だ
よ

だ
け
ど
社
会
に
と

っ
て
は
、
大
き
な

大
き
な
財
産
に
な

る
ん
だ
。

好
き
だ
な
、
忍
者

み
た
い
で
…
。

お
じ
さ
ん
が
云
っ

て
あ
げ
よ
う
、
松

代
町
の
頑
張
っ
て

い
る
人
達
を
無
形

文
化
財
に
指
定
し

ま
す
。

い
や
、
お
じ
さ
ん

に
云
わ
れ
な
く
て

も
い
い
ん
だ
、
自

分
で
指
定
し
ち
ゃ

う
ん
だ
よ
。

（
ま
つ
だ
い

　
ふ
る
さ
と
会
館

　
　
　
　
に
て
）

日月

同日選肇新潟県知事選挙

中山虫圭
アナウンサー

　新制度で初めて実施

＆衆議院議員総選挙

　　　（小選挙区比例代表並立制）

　
任
期
満
了
に
伴
う
新
潟
県
知
事
選

挙
と
と
も
に
、
制
度
改
正
後
、
初
め

て
実
施
さ
れ
る
衆
議
院
議
員
選
挙
が

十
月
二
十
日
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
実
施
さ
れ
る
衆
議
院
選
挙
は

従
来
の
中
選
挙
区
制
か
ら
「
小
選
挙

区
比
例
代
表
並
立
制
」
に
変
わ
り
ま

し
た
。
ひ
と
つ
の
選
挙
区
で
一
人
を

選
ぶ
「
小
選
挙
区
選
挙
」
と
、
全
国

十
一
の
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
政
党
を
選

択
し
、
各
政
党
の
得
票
数
で
議
員
を

選
ぶ
「
比
例
代
表
選
挙
」
の
二
つ
の

選
挙
に
よ
っ
て
議
員
を
選
び
ま
す
。

　
な
お
、
衆
議
院
選
挙
と
と
も
に
、

「
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
」

も
同
時
に
実
施
さ
れ
る
た
め
、
投
票

は
四
種
類
と
な
り
ま
す
。

　
当
日
の
投
票
所
で
は
、
混
乱
し
な

い
よ
う
落
ち
着
い
て
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。
今
度
の
選
挙
は
、
県
政
や
国

政
に
直
接
参
加
す
る
唯
一
の
機
会
で

す
。
棄
権
な
ど
な
い
よ
う
、
あ
な
た

の
一
票
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

蓬
挙
鴇
～
＼
＼

候
補
看
名

ノ／＼
￥

比
伽
夜
表
は

政
党
名
も

書
い
マ
下
さ
い

店
…
覚

　
ノ

～
／
／

　
　
　
　
　
魏
e

信
3
倦
ど
諏
e

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
o

衆
鵡
院
講
員
選
挙
応

二
面
示
伽
嬉
ん
劃
に

し信間

醇違
とうえ
ねに

　
＼
’

轡
蔦

薇

と
て
ち
つ
と
く
も
つ

せ
っ
が
く

糧
票
す
る
ん

ぜ
も
ん
肪

ぱ恥
（
●
f

∠

そ
う
で
＋
9

ぷ
ー
く

確
か
δ6
マ

晦
！

、
誉
皇

　
　
　
　
D
、
態

　
　
　
　
　
4

　
ろ

　
／
　
　
　
．

”
ヨ
㌧
一
（
卵
》

キ
　
9
　
　
、

ハ
》
州
℃
・
・
逡

つ
、
＼
ミ
　
／
　
吻

5



の¶
・
　
婦

⑩
切
健
暑
保

全
集
落
へ
お
じ
や
ま
し
た
中
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聴
い
た
お
話
し
よ
り

　
す
っ
か
り
秋
で
す
が
、
皆
さ
ん
、

よ
～
く
眠
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

「
あ
あ
、
バ
タ
ン
キ
ュ
ー
そ
お
」

「
80
歳
に
な
る
け
ど
、
夜
便
所
に
も

行
か
ず
に
朝
ま
で
ね
え
ら
れ
る
よ
」

「
眠
っ
た
く
て
、
眠
っ
た
く
て
！
」

「
疲
れ
れ
ば
、
眠
れ
る
の
お
」

　
か
た
や
、

「
1
時
頃
便
所
に
起
き
て
そ
れ
か
ら

朝
ま
で
ね
え
ら
ん
ね
て
え
」

「
寝
よ
う
寝
よ
う
と
思
う
ん
だ
け
ど

12

時
過
ぎ
て
も
ね
え
ら
ん
ね
ん
だ
」

「
気
に
し
ね
ん
し
ょ
う
と
思
っ
て
も
、

ね
え
ら
ん
ね
え
と
気
に
な
る
ん
が
ね

え
」
　
そ
し
て
、

「
眠
り
薬
を
も
ら
っ
て
あ
る
か
ら
、

ね
え
ら
ん
ね
え
時
に
飲
ま
ん
そ
っ
」

「
ね
え
ら
ん
ね
と
、
次
の
日
し
っ
か

り
し
ね
え
す
け
、
安
定
剤
飲
ん
で
よ

く
ね
っ
た
ほ
う
が
い
い
ん
が
の
」

「
眠
り
薬
は
も
ら
っ
て
あ
る
け
ど
、

人
が
癖
に
な
る
か
ら
続
け
て
飲
ま
な

い
ほ
う
が
い
い
っ
て
い
う
か
ら
、
な

る
べ
く
飲
ま
な
い
よ
う
に
し
て
ら
ん

だ
」

「
薬
よ
り
酒
の
方
が
癖
に
な
ら
ね
え

と
人
が
教
え
て
く
れ
た
す
け
、
酒
を

毎
日
ち
っ
と
づ
つ
飲
ん
で
寝
て
い
る
」

　
以
上
、
実
際
に
聴
い
た
話
よ
り
！

　
さ
て
、
あ
な
た
は
ど
う
か
な
？

　
皆
さ
ん
と
お
話
し
て
み
る
と
、
眠

れ
な
い
人
が
た
っ
く
さ
ん
い
ま
す
ね
。

眠
れ
な
い
の
は
歳
の
せ
い
だ
か
ら
、

み
ん
な
そ
う
な
ら
ん
そ
っ
。
気
に
し

ね
え
こ
と
。
ど
っ
か
で
ね
て
ら
ん
だ

す
け
！
と
言
わ
れ
て
も
、
や
っ
ぱ
り

眠
れ
な
い
の
は
切
な
い
で
す
よ
ね
。

ど
う
せ
あ
ん
た
な
ん
か
に
ゃ
、
あ
た

眠れない人へ

し
の
苦
し
み
は
わ
か
ら
ん
ワ
ッ
と
反

発
し
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。
　
（
心
の

中
で
ね
．
）

　
さ
て
、
眠
る
た
め
の
方
法
は
い
ろ

い
ろ
あ
る
よ
う
で
す
。
例
え
ば
、

●
寝
室
の
環
境
を
整
え
て
、
室
温
や

音
、
暗
さ
、
布
団
の
状
態
を
快
適
に

●
日
中
、
適
度
に
体
を
動
か
す
。

●
寝
る
前
に
コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
を
飲

み
す
ぎ
な
い
。

●
入
浴
は
ぬ
る
め
の
湯
に
ゆ
っ
く
り

と
入
り
、
上
が
っ
た
ら
す
ぐ
布
団
へ
。

●
温
か
い
ミ
ル
ク
を
ゆ
っ
く
り
飲
む
。

●
ア
ル
コ
ー
ル
は
ほ
ん
の
少
量
を
せ

い
ぜ
い
週
2
、
3
回
に
と
ど
め
る
程

度
な
ら
よ
い
で
し
ょ
う
。
毎
日
続
く

と
習
慣
性
に
な
り
か
え
っ
て
よ
く
あ

り
ま
せ
ん
よ
．

●
好
き
な
音
楽
（
低
い
音
域
の
ス
ロ

ー
テ
ン
ポ
の
も
の
）
を
流
す
の
も
効

果
的
で
し
よ
う
。

愚
い
　
芝
博

黛
隔
、
マ
創

顛o
vレ

瓢

　
長
く
続
く
よ
う
な
ら
、
医
師
に
ど

の
よ
う
に
眠
れ
な
い
か
を
よ
く
話
す

こ
と
も
大
切
で
す
。
…
…
松
代
の
先

生
方
は
、
よ
～
く
話
を
聴
い
て
く
れ

ま
す
よ
。
…
…
ど
の
よ
う
に
眠
れ
な

い
か
に
よ
っ
て
薬
の
種
類
が
違
う
の

で
、
よ
く
話
し
て
自
分
に
合
っ
た
も

の
を
処
方
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

飲
ん
で
み
て
ど
う
か
の
報
告
も
忘
れ

ず
に
ね
！

　
薬
は
処
方
ど
お
り
に
飲
ん
で
い
れ

ば
癖
に
は
な
ら
な
い
ん
で
す
よ
。
む

し
ろ
ア
ル
コ
ー
ル
を
少
量
で
も
毎
日

飲
み
続
け
る
方
が
、
ず
う
っ
と
、
癖

に
な
る
ん
で
す
よ
。
あ
し
か
ら
ず
！

　
ち
ょ
っ
と
寄
り
道
…
…

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な
る
と
治

す
の
は
と
て
も
難
し
い
。
克
服
す
る

に
は
、
本
人
、
家
族
、
関
係
者
全
員

が
依
存
症
に
つ
い
て
学
習
し
、
認
識

を
全
く
か
え
な
い
と
、
い
い
方
向
に

は
進
み
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
も
、
お

互
い
に
責
め
合
っ
て
し
ま
う
よ
う
で

す
が
、
そ
れ
は
、
大
き
な
マ
イ
ナ
ス

に
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
さ
て
お
い
て
…
…

　
眠
れ
な
か
っ
た
ら
、
一
人
で
悩
ん

で
な
い
で
、
色
々
方
法
を
試
し
た
り

主
治
医
の
先
生
に
相
談
し
て
み
ま
し

よ
・
つ
。

　
眠
れ
な
い
人
は
、

　
　
い
っ
ぱ
～
い
い
ま
し
た
よ
！

包丁の灘蓼方

　
包
丁
の
種
類
は
、

類
あ
り
ま
す
が
、

包
丁

刺
身
包
丁
、

フこ
ろ
が
あ
れ
ば
、

に
対
応
で
き
ま
す
。

　
「
い
い
包
丁
」

切
れ
、

い
こ
と
。

丁
が
主
流
で
す
が
、

買
う
と
き
に
は
、

持ちやすく軽すぎないもの

　
　
　
　
　
　
ざ
っ
と
六
＋
種

　
　
　
　
　
家
庭
で
は
、
文
化

　
（
万
能
包
丁
）
菜
切
り
包
丁
、

　
　
　
出
刃
包
丁
、
果
物
ナ
イ

（
ペ
テ
ィ
ナ
イ
フ
）
と
い
っ
た
と

　
　
　
　
　
お
お
か
た
の
料
理

　
　
　
　
　
　
　
の
条
件
は
、
良
く

　
　
　
刃
こ
ぼ
れ
せ
ず
、
持
ち
や
す

　
　
　
　
最
近
は
ス
テ
ン
レ
ス
の
包

　
　
　
　
　
　
　
　
鋼
材
の
包
丁
を

　
　
　
　
　
　
　
刃
が
黒
光
り
す
る

も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
鋼
の
素
材

が
よ
く
焼
き
の
い
い
証
拠
で
す
。
次

に
、
刃
を
上
に
し
て
目
の
高
さ
ま
で

持
ち
上
げ
、
刃
先
が
曲
が
っ
て
い
な

い
か
細
か
い
刃
こ
ぼ
れ
や
キ
ズ
が
な

い
か
を
確
か
め
ま
す
。
持
っ
て
み
て

自
分
の
手
に
合
う
か
ど
う
か
も
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
。
軽
過
ぎ
る
も
の
は
か

え
っ
て
使
い
に
く
く
、
重
心
は
柄
よ

り
も
刃
の
方
に
あ
る
も
の
が
バ
ラ
ン

ス
も
い
い
よ
う
で
す
。

　
切
れ
な
い
包
丁
だ
と
、
料
理
素
材
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の

老人保健会計決算平成7年度

医療費の適正化にご協力を！

騰鶴糊醐鰯魁

国民健康保健会計決算平成7年度

　
　
　
諫
．
獄

縦
　
灘

／灘
麗，窃9②千円　

　32。8％

国庫支出金
妻7駕OO7干円

　　　47．6％A

覇

〆歳入＼
371，953千円

麟
叢羅

笹
C
B
鱗
・

　　　　　　収支差引　23，205千円

　　　　　348，748千円　　編

畿掌禽歳出　轡
2屡．9％　　　　　　　嚢覇
魅　　保険給付費　　鍵講
　麟…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・柵鰍　’．

　　・・i難謂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騰’鑛麟．欝騨

　
皆
さ
ん
が
医
療
機
関
に
か
か
り
、

窓
口
で
支
払
う
お
金
は
「
ヅ
部
負
担

金
」
と
い
い
、
そ
の
時
に
か
か
っ
た

医
療
費
の
一
部
で
、
国
民
健
康
保
険

の
場
合
は
医
療
費
の
三
割
（
退
職
被

保
険
者
は
二
割
）
で
す
。

　　　　　　収支差引　335千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　．EF

％
％
％
％

O
」
　
つ
」
　
－
　
∩
乙

4
　
5
　
1
　
0

県支出金　24，155千円
繰入金　　26，484千円
繰越金　　　5，258千円

諸収入　　　　988千円

A
B
C
D

H
G
F

　
そ
し
て
、
七
割
（
八
割
）
は
国
保

が
負
担
し
て
い
ま
す
。
そ
の
財
源
は

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
保
険

税
と
、
国
庫
支
出
金
や
繰
入
金
等
で

ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

医
療
費
が
増
え
る
と
国
か
ら
の
補
助

金
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
保
険
税
が

上
が
っ
て
し
ま
い
皆
さ
ん
の
負
担
も

大
き
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
平
成

七
年
度
、
町
で
は
二
千
万
円
の
基
金

を
取
り
崩
し
ま
し
た
。

　
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
医
療
費
が

今
後
も
増
え
続
け
る
こ
と
は
明
ら
か

A療養給付交付金18，422千円5．O％

B繰入金　　　　31，179千円8．4％

C繰越金　　　　　5，991千円1．6％

Dその他の収入　17，264千円4．6％

E総務費　　　　　4，729千円1．4％

F共同事業拠出金　4，039千円1．1％

G保険事業費　　　6，867千円2．0％

H諸支出金　’　10，291千円2．9％

で
す
。
特
に
、
国
保
で
は
加
入
者
の

平
均
年
齢
が
高
く
、
医
療
を
受
け
る

場
合
が
多
い
た
め
医
療
費
の
増
え
方

も
大
き
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
皆

さ
ん
の
負
担
を
ど
こ
ま
で
も
高
く
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
も
私
た
ち
一
人
一
人
が
医
療
費
の

使
い
方
を
考
え
、
有
効
に
使
う
よ
う

に
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
健
康
づ
く
り
を
心
が
け

総
合
健
診
、
各
種
ガ
ン
検
診
や
事
後

指
導
会
、
健
康
に
関
す
る
教
室
等
を

利
用
し
、
健
や
か
な
毎
日
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
に

で
き
る
こ
と

囹
家
族
ぐ
る
み
で
健
康
づ
く
り
を
！

囹
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
！

圃
薬
の
お
ね
だ
り
は
や
め
よ
う
！

囹
重
複
受
診
は
や
め
よ
う
！

囹
診
療
時
間
内
に
受
診
し
よ
う
！

の
切
り
口
が
荒
れ
、
味
も
損
な
わ
れ

ま
す
。
少
な
く
と
も
月
に
一
度
は
研

ぎ
ま
し
ょ
う
。
砥
石
に
は
、
荒
砥
、

中
砥
、
仕
上
砥
の
三
種
類
が
あ
り
、

順
番
に
研
ぐ
の
が
手
順
で
す
が
、
家

庭
で
は
中
砥
だ
け
で
充
分
で
す
。
砥

石
は
二
十
分
ほ
ど
水
に
つ
け
、
た
っ

ぷ
り
水
分
を
含
ま
せ
た
後
、
濡
れ
ぶ

き
ん
に
乗
せ
て
滑
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
す
。
包
丁
は
、
約
六
十
度
の
角
度

（
十
円
玉
三
枚
分
の
す
き
間
）
で
砥

石
に
当
て
、
刃
先
か
ら
ニ
ミ
リ
く
ら

い
の
と
こ
ろ
を
目
安
に
、
ゆ
っ
く
り

二
十
回
ほ
ど
研
ぎ
ま
す
。
両
刃
の
も

の
は
裏
表
と
も
に
。
片
刃
の
も
の
は

裏
も
三
回
ほ
ど
研
ぎ
ま
す
。
研
ぎ
終

っ
た
後
、
大
根
の
切
り
口
で
表
面
を

こ
す
っ
て
お
け
ば
、
砥
石
の
匂
い
を

消
せ
ま
す
。

　
使
い
終
っ
た
包
丁
は
、
汚
れ
を
洗

い
落
と
し
た
後
に
熱
湯
消
毒
す
る
こ

と
を
忘
れ
ず
に
。
ふ
だ
ん
使
わ
な
い

包
丁
は
、
乾
い
た
ふ
き
ん
に
く
る
む

か
、
乾
燥
剤
と
一
緒
に
包
ん
で
お
け

ば
、
サ
ビ
を
防
げ
ま
す
。

～
・
し

♪
．

●
※
．

　

プ
　o』f・。q

　ひ　　　　　　　

i難蛸窮ノ
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よ
り
豊
か
な
老
後
を
保
障

『
圓
麗
年
會
茜
愈
』

　
国
民
年
金
基
金
と
は
、
自
営
業
な

ど
の
人
々
の
た
め
に
、
老
齢
基
礎
年

金
の
上
乗
せ
の
年
金
と
し
て
、
よ
り

豊
か
な
老
後
の
所
得
を
保
障
す
る
年

金
制
度
で
す
．

●
加
入
で
き
る
人

　
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
の

人
が
加
入
で
き
ま
す
が
、
次
の
人
は

加
入
で
き
ま
せ
ん
。

　
・
国
民
年
金
の
保
険
料
を
、
免
除

　
　
さ
れ
て
い
る
人

　
・
農
業
者
年
金
の
被
保
険
者

　
※
な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入

　
さ
れ
て
い
る
人
は
、
付
加
保
険
料

　
を
納
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
年
金
の
種
類

　
将
来
の
生
活
設
計
に
合
わ
せ
て
終

身
年
金
三
種
類
、
確
定
年
金
三
種
類

の
六
種
類
の
給
付
の
型
の
組
み
合
わ

せ
で
加
入
し
ま
す
。
　
（
一
口
目
は
必

ず
終
身
年
金
の
中
か
ら
選
び
ま
す
）

　
加
入
は
口
数
制
で
、
年
金
額
や
給

付
の
型
は
加
入
者
が
自
分
で
選
択
で

き
ま
す
。
二
口
目
以
降
に
つ
い
て
、

自

賠
責

な
け
れ
ば
乗
れ
な
い

走
れ
な
い

　
無
保
険
（
無
共
済
）
車
対
策
協
議

会
で
は
、
今
年
九
月
に
「
無
保
険
車

（
無
共
済
車
）
を
な
く
そ
う
」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
無
保
険
車
の
中
に
は
、
車
検
切
れ

と
と
も
に
保
険
（
共
済
）
の
期
限
切

れ
に
気
づ
か
な
い
ケ
ー
ス
や
、
車
検

そ
の
も
の
が
な
い
ミ
ニ
バ
イ
ク
な
ど

の
場
合
は
保
険
（
共
済
）
の
期
限
切

れ
に
気
づ
か
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
の

で
す
。
無
保
険
（
無
共
済
）
で
事
故

で
も
起
こ
し
た
ら
そ
れ
こ
そ
大
変
で

す
。

　
ま
た
、
自
動
車
及
び
バ
イ
ク
に
は

自
賠
責
保
険
（
共
済
）
へ
の
加
入
が

法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
無

保
険
（
無
共
済
）
で
走
る
と
、
六
か

月
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
五
万
円
以

下
の
罰
金
、
更
に
違
反
点
数
六
点
と

な
り
、
免
許
停
止
処
分
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
も
し
期
限
切
れ
に
な
っ
て
い
た
ら

最
寄
り
の
損
害
保
険
会
社
、
代
理
店

（
バ
イ
ク
・
自
転
車
店
）
、
農
協
な

ど
へ
行
き
ま
し
ょ
う
。

年
一
回
、
加
入
口
数
を
増
や
し
た
り

減
ら
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
掛
金
　
掛
金
月
額
は
、
選
択
し
た

　
給
付
の
型
、
加
入
口
数
、
加
入
時

　
の
年
齢
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

・
掛
金
の
上
限
は
月
額
六
万
八
千
円

・
納
付
は
口
座
引
き
落
と
し
に
よ
る
。

・
一
年
分
の
掛
金
を
納
付
す
る
と
、

　
掛
金
額
が
割
引
さ
れ
る
。

・
掛
金
は
、
税
制
上
、
全
額
が
社
会

　
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
る
。

●
問
い
合
わ
せ
・
加
入
申
し
込
み
は

〒
九
五
〇
　
新
潟
市
東
大
通
二
ー
二

　
　
－
一
八
　
タ
チ
バ
ナ
ビ
ル
五
階

　
　
　
新
潟
県
国
民
年
金
基
金
ま
で

　
個
〇
二
五
ー
二
四
五
－
九
三
四
五

ム

　
オ
オ
ヤ
マ
ト
ン
ボ

　
平
成
八
年
六
月
十
三
日
、
所
用
で

町
役
場
に
行
っ
た
帰
り
道
の
こ
と
で

す
。
千
年
の
『
柳
材
木
店
』
の
製
材

所
の
あ
る
地
点
ま
で
さ
し
か
か
っ
た

と
こ
ろ
で
、
オ
ニ
ヤ
ン
マ
の
よ
う
な

大
型
の
ト
ン
ボ
が
交
通
事
故
で
路
上

に
落
ち
て
い
る
の
を
見
つ
け
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
だ
と
次
の
車
で
礫
か
れ
て

粉
々
に
な
る
の
で
、
車
が
途
切
れ
た

の
を
幸
い
拾
い
上
げ
ま
し
た
。

　
そ
の
ト
ン
ボ
は
ま
だ
生
き
て
い
ま

し
た
が
、
飛
翔
中
に
車
に
衝
突
し
て

落
ち
た
も
の
ら
し
い
の
で
す
。
で
も

今
頃
オ
ニ
ヤ
ン
マ
の
発
生
は
早
過
ぎ

る
と
思
い
、
よ
く
見
る
と
腹
部
が
異

様
に
膨
ら
ん
で
い
て
、
黒
地
に
黄
色

の
線
も
オ
ニ
ヤ
ン
マ
と
は
違
い
ま
す
。

　
帰
っ
て
か
ら
図
鑑
な
ど
で
詳
細
に

調
べ
て
み
た
ら
、
オ
オ
ヤ
マ
ト
ン
ボ

と
い
う
も
の
ら
し
い
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
オ
ス
の
ト
ン
ボ
で

腹
部
の
先
端
が
太
く
な
る
と
説
明
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
計
っ
て
み
る
と
、

腹
部
の
長
さ
が
五
〇
・
七
，
リ
、
羽
の

長
さ
が
五
〇
ミ
リ
。

　
『
松
代
町
史
』
　
『
松
之
山
町
史
』

に
も
オ
オ
ヤ
マ
ト
ン
ボ
の
記
載
が
あ

り
、
私
が
拾
っ
た
と
し
て
も
不
思
議

で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
軽
快
に
し
て
敏

捷
に
飛
翔
す
る
こ
ん
な
大
型
ト
ン
ボ

が
車
に
ぶ
つ
か
る
な
ん
て
、
よ
く
よ

く
の
不
運
と
同
情
し
つ
つ
も
、
お
陰

で
拾
っ
て
観
察
で
き
た
こ
と
を
幸
い

と
し
て
、
ト
ン
ボ
に
は
丁
寧
に
静
か

に
死
を
迎
え
さ
せ
て
や
り
ま
し
た
。

　
ト
ン
ボ
の
住
む
環
境
が
い
つ
ま
で

も
続
い
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
連
載
『
自
然
の
ぞ
気
あ
る
記
』
も

作
者
の
ご
紹
介
も
な
い
ま
ま
三
回
目

を
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
高
橋

さ
ん
は
日
報
の
「
窓
」
欄
で
有
名
で

す
が
、
連
載
は
七
月
十
二
日
に
お
願

い
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
翌
日
に
は

机
の
上
に
原
稿
と
写
真
が
八
カ
月
分

届
い
て
い
ま
し
た
。
紙
上
を
借
り
て

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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多
発
す
る
食
中
毒

事
故
に
対
処
す
る
た

め
保
健
衛
生
係
で
は

こ
の
夏
、
希
望
者
の

飲
用
井
戸
の
水
質
検

査
を
上
越
環
境
科
学

セ
ン
タ
ー
に
委
託
し

て
実
施
し
ま
し
た
。

　
検
査
希
望
者
は
、

三
百
八
十
三
件
に
も

の
ぼ
り
、
大
腸
菌
群

と
一
般
細
菌
の
二
項

目
検
査
を
行
い
ま
し

た
。
検
査
の
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（
円
グ
ラ
フ
参
照
）

一般細菌

正
％

適
蓬
o

正
％
適
0
不
4

　
正
正
適
適
不

m2中

00個以下

00個以上

大腸菌群

正
％
適
5

不適正95％

　
正
正
適
適
不

検出しない

検出あり一

　
保
健
所
に
よ
る
と
、
飲
用
水
と
し

て
適
正
か
ど
う
か
は
全
四
十
七
項
目

の
検
査
（
広
報
六
月
号
参
照
）
が
必

大腸菌の増殖と
　　　　　　温度の関係

℃　　　．
1・・　獺蜥顯
　　　　　　ド　　　　　ハ　

63難欄齢
38　　　　　　　1騰お風呂の温度

　　　　　　　■圏醗難籔る
30

　　　　　　　懸繊泳える

10灘　ふえる

　0　　　　　　繍璽離髄麟鑓増えない

◎囲冷凍庫の温度一1

要
と
の
こ
と
。
そ
の
う
ち
一
項
目
で

も
適
さ
な
け
れ
ば
飲
用
に
は
適
さ
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
大
腸
菌
群
と
一
般
細
菌
の

検
査
に
お
い
て
は
、

囹
飲
用
の
場
合

　
　
よ
く
煮
沸
さ
せ
て
、
お
茶
程
度

　
に
冷
め
た
く
ら
い
な
ら
大
丈
夫
と

　
の
こ
と
。
煮
沸
し
て
も
、
冷
ま
し

　
て
冷
蔵
庫
な
ど
に
保
存
し
て
お
く

　
こ
と
は
、
再
び
菌
が
繁
殖
す
る
可

　
能
性
が
大
き
い
た
め
避
け
た
方
が

　
よ
い
。

囹
手
洗
い
に
使
用
の
場
合

　
　
石
け
ん
を
使
用
し
て
も
、
水
に

　
流
し
た
時
に
再
び
菌
が
手
に
残
る

　
の
で
避
け
た
方
が
よ
い
。
食
器
洗

　
い
に
使
用
の
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。

囹
ふ
ろ
の
水
に
使
う
場
合

　
　
ふ
ろ
の
温
度
は
菌
が
繁
殖
し
や

　
す
い
の
で
利
用
は
避
け
た
方
が
よ

　
い
。

。。．．●●．。．．．。．．。．．。．．。。。．．。．．．．。．．．．。．．．。．．・。…　。・・・・…　。・・・・・・…　。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　。・…　。・げ・・。・…　。・●…　”●●●●●●●。。●0●●。●。●●。●●●●．●。。●●●●．0●●●0●。0●9。●●。●●●●●0

　
九
月
二
十
五
日
、
町
議
会
第
三
回

定
例
会
で
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
十
二

年
九
月
ま
で
の
四
年
で
す
。

　
氏
名
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

山
本
辰
雄
　
6
8
歳
　
犬
伏
（
再
）

関
谷
厚
権
　
60
歳
　
室
野
（
再
）

小
堺
金
松
　
71
歳
　
蒲
生
（
再
）

笠
原
　
至
　
63
歳
　
松
代
（
新
）

　
な
お
、
十
月
二
日
に
選
挙
管
理
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
委
員
長
に
山
本

辰
雄
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た

コ　　　　　　き　ハ

▲左から笠原さん、関谷さん、小堺さん、山本さん

対
応
策
と
し
て
は

囹
水
道
水
を
使
用
す
る
。

囹
井
戸
水
を
使
用
す
る
場
合
、
滅
菌

　
器
を
取
り
つ
け
る
。

　
（
注
意
！
浄
水
器
で
は
菌
を
取
り

　
除
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
家
庭

の
事
情
に
合
わ
せ
て
工
夫
さ
れ
る
と

よ
い
で
し
よ
う
。

芝
峠
温
泉
で

　
　
　
　
　
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

　
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
に
恵
ま
れ
た

九
月
二
十
九
日
、
芝
峠
温
泉
パ
タ
ー

ゴ
ル
フ
場
で
は
松
代
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
が
主
催
し
、
松
代
総
合
開
発

▼コースレコードは65です

な
ど
が
後
援
す
る
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大

会
が
和
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
芝
の
手
入
れ
も
ゆ
き
届
き
、
降
雪

前
な
ら
だ
れ
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま

　
　
　
　
　
　
　
、

す
。
秋
空
の
も
と
　
オ
フ
シ
ー
ズ
ン

の
前
に
一
度
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
な
お
、
当
日
の
成
績
は
次
の
と
お

り
で
し
た
。

優
勝
品
田
儀
一
郎
（
松
代
）

二
位
　
関
谷
光
夫
（
松
代
）

三
位
武
田
篤
（
太
平
）

猛
打
賞
　
関
谷
　
博
（
松
代
）

B
B
賞
　
柳
チ
ズ
子
（
千
年
）

101　106　68　68　67

ニ
ア
ピ
ン
賞
柳
卯
一
郎
（
松
代
）
1
3
㎝

　
　
〃
　
　
高
橋
嵩
一
（
松
代
）
1
5
㎝

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
は
該
当
者
な
し

9



　
九
月
二
十
九
日
、
松
代
町
総
合
体

育
館
で
は
働
簡
易
保
険
加
入
者
協
会

が
主
催
す
る
頸
北
頸
東
地
域
の
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
大
潟
・
吉
川
町
の
頸
北
地
域
や
、

牧
村
を
除
い
た
頸
東
の
強
豪
八
チ
ー

ム
が
参
加
し
て
の
本
格
的
な
大
会
。

戦
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

優
勝
　
潟
浜
ク
ラ
ブ
（
大
潟
町
）

二
位
　
松
之
山
チ
ー
ム
（
松
之
山
町

三
位
　
フ
レ
ン
ズ
（
浦
川
原
村
）

公
民
館
よ
り

新
刊
図
書
の

　
　
　
　
　
　
ご
紹
介

■
お
じ
い
ち
ゃ
ん
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
ニ
コ
ラ
イ
・
ム
ー
ン
著
　
評
論
社

■
江
戸
老
い
の
文
化

　
　
　
　
立
川
昭
二
著
　
築
摩
書
房

■
大
人
の
修
学
旅
行

　
　
　
　
馬
洌
公
介
著
　
小
学
館

■
つ
き
あ
い
を
楽
し
む
住
ま
い

川
崎
衿
子
・
大
井
綾
子
著
　
彰
国
社

■
対
話
　
平
山
郁
夫
著

　
　
　
　
　
　
　
　
実
業
之
日
本
社

■
人
生
、
楽
し
み
は
後
半
に
あ
り

　
　
　
　
本
明
　
寛
著
　
P
H
P

■
出
会
い
に
学
び
、
老
い
に
成
長
す

　
る
　
　
日
野
原
重
明
著
　
講
談
社

■
雨
滴
抄
　
白
洲
正
子
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
界
文
化
社

算
．
蝦

o

ぴ

な継郎

読
書
週
問
は
十
月
二
十
七
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
老
い
の
道
づ
れ

公
民
館
よ
り
　
　
　
　
沢
村
貞
子
著
岩
波
書
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
力
人
－
雷
電
為
右
衛
門

新
刊
図
書
の
　
　
　
も
り
た
な
る
お
著
新
潮
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
日
本
ジ
ジ
バ
バ
列
伝

　
　
　
　
　
ご
紹
介
　
　
　
清
水
藷
著
中
央
公
論
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
こ
こ
ろ
・
と
・
か
ら
だ

お
じ
い
ち
ゃ
ん
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
　
　
　
　
　
　
　
五
木
寛
之
著
　
集
英
社

ニ
コ
ラ
イ
・
ム
ー
ン
著
　
評
論
社
　
　
■
折
々
の
栞
　
藤
原
て
い
著

江
戸
　
老
い
の
文
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
読
売
新
聞
社

　
　
　
立
川
昭
二
著
　
築
摩
書
房
　
　
　
■
淑
女
の
勉
強
法

大
人
の
修
学
旅
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
澄
江
著
　
光
文
社

　
　
　
馬
洌
公
介
著
　
小
学
館
　
　
　
　
■
茂
太
さ
ん
の
、
生
き
が
い
探
し
術

つ
き
あ
い
を
楽
し
む
住
ま
い
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
茂
太
著
　
黎
明
書
房

崎
衿
子
・
大
井
綾
子
著
　
彰
国
社
　
　
　
　
新
刊
図
書
は
、
総
合
セ
ン
タ
ー
の

対
話
　
平
山
郁
夫
著
　
　
　
　
　
　
　
　
一
階
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
実
業
之
日
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
代
町
公
民
館
）

国際理解講座開設

【内容】英語圏の文化や会話に

　　　ついて学びます。
【対象】高校生から一般まで

【開講日】10月30日　19：30～

【講師】　吉越先生・内藤先生

　　　（松代中学校教諭）

【内容】樹脂粘土でブローチを

　　　　作ってみます。
【対象】小学校から高校生まで

【開講日】10月26日　AM9：00～　1

【講師】樋口八重美様（松代）

場所は、いずれも総合センター

問合わせ　社会教育係盈7－2301

東頸城郡美術展覧会

【日時】10月18日（金）～20日（日）

　　　午前9時～午後6時
【会場】松代町総合体育館

【作品】　『絵画』　『書道』

　　『彫塑・工芸』　『写真』

　　　　の4部門です。
お誘いあってお出かけください。

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

i　「はいかい老人S　O　S　　　i
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i東頸城ネツトワーク」設立　i
■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　　9月30目からスタート！　　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1　このシステムは上越保健所・　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

i安塚地域福祉センター・東頸消　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i防署・各町村役場・安塚警察署　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

iの関係機関が協力して設立した　i
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1ものです。　　　　　　　：ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　痴呆性老人が行方不明となっ　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

iた場合、その後家族等が、警察　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1署もしくは各町村役場等関係機　：
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i関に連絡をすると、警察で届け　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i出を受理し、これら機関による　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i捜索のほか、ネットワークに参　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i加、協力いただいている民間団　i
　　　　　　　　　　　り：体等で、地域をくまなく巡回し　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

iている11業種、約90の事業所に　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i即座にファックスを流して発見　i
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　を呼びかけるものです。　　　　i
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

i　痴呆性老人のお名前を公表し　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

：なくても結構ですし、費用はか　：
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

：かりませんのでお気軽に利用し　：
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

iてください。　　　　　　　　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1　このシステムは、上越保健所　：
書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曜
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　など関係各機関が連携して推進　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

iするものです。このシステムで　i
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

i発見した後のアフターケア、も　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　しくは痴呆性老人を抱えるご家　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1族の日常の相談にもこれらの機　1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i関があたります。遠慮なく関係　i
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

i機関に相談してください。　　　i
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

ほくほく線が

　　デザインされた

お年玉つき

年賀はがき

限定60，000枚

購入予約

　　受付中！
【発売枚数】限定六万枚

【お申し込み・お取り扱い】

松代・室野・蒲生の各郵便局

※発売は、11月1日からです。

北越急行㈱では、次のとおり

「681系特急電車」及び

「H　K－100形普通電車」の

　　一般公開を行います。

【日時】平成8年10月27日（日）

　午前11時～午後2時まで
【場所】北越急行　十日町駅

　「2番線」及び「3番線」

（飯山線を挾んで

　J　R十日町駅の西側です）
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　　　第
　　　＝　　　 　10東考セ
月　ク

日ノマ新
ス　　バ
タス柔
1』　五
卜　社
！

　
　
　
　
地
域
住
民
の
足
を
守
る
た
め
、
頸

　
　
　
城
自
動
車
㈱
と
東
頸
六
町
村
が
共
同

　
　
　
出
資
し
て
設
立
し
た
第
三
セ
ク
タ
ー

　
　
　
　
『
東
頸
バ
ス
㈱
』
が
十
月
一
日
か
ら

　
　
　
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
新
会
社
の
運
営
は
、
一
般
貸
切
旅

　
　
　
客
自
動
車
運
送
事
業
（
乗
合
代
替
許

　
　
　
可
運
行
）
と
し
て
行
い
、
資
本
金
は

　
　
　
三
千
万
円
。
従
業
員
二
十
一
名
、
営

　
　
　
業
車
両
は
、
乗
合
代
替
十
三
両
、
貸

堕
詳
翫
錨
齢
藩

堕
繋
難
嬬
、
川
の
各

馳
な
お
、
今
ま
で
の
時
刻
婁
干

堕堕劉堕堕團

変
わ
っ
た
箇
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
の
際
に
は
お
気
を
つ
け
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
頸
城
小
型
バ
ス
は
従

来
通
り
運
行
し
て
い
ま
す
が
、
来
年

の
四
月
よ
り
『
東
頸
バ
ス
㈱
』
と
し

て
運
行
す
る
予
定
で
す
。
そ
し
て
、

ほ
く
ほ
く
線
の
開
通
に
伴
い
、
バ
ス

ダ
イ
ヤ
は
大
幅
な
変
更
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
東
頸
バ
ス
㈱
へ
の
ご
意
見
・
ご
要

望
や
、
バ
ス
ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
浦
川
原
村
顕
聖
寺

東
頸
バ
ス
㈱
本
社
岱
九
－
二
三
一
二

ま
で
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

10月1日入居開始

町営住宅

下町第2団地
　　写真左から

　　　B棟一（42班）

　　　A棟一（44班）

　一番奥はH5年完成の
　　下町住宅一（43班）

！
！
！
！
』
、
1
㌧
亀
、
！
！
亀
、
ー
、
亀
亀
！
！
畦
、
亀
鴨
鞠
矯
亀
、
！
！
』
、
o
、
ー
、
！
亀
、
亀
、
！
！
！
亀
簡
亀
、
ー
・
ー
・
閣
・
』
・
亀
・
亀
・
亀
舳
ー
隔
閣
・
軸
㌧
1
隔
ー
・
ー
軸
睦
・
亀
『
亀
・
ー
・
亀
・
亀
・
ー
・
閣
噺
隔
・
鞠
ら
ー
・
ー
・
1
、
暁
㌧
亀
、
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

手入れ（ハたきも（ハ？

ミジやニノ7『ミずし、プ〉

1
！
！
馴
、
o
、
！
！
馳
㌧
馳
：
隔
、
嚇
㌧
！
亀
、
！
！
亀
噺
亀
、
！
剛
、
ー
、
噂
、
1
、
隔
、
！
！
馳
、
1
も
！
亀
噺
睡
噺
陰
、
！
隔
隔
ー
、
！
！
亀
、
1
、
！
！
！
亀
ミ
、
ミ
！
亀
i
・
！
9
！
馳
ミ
・
！
賑
i
i
・
！
！
礎

　
松
代
の
関
谷
栄
太
郎
さ
ん
（
も
へ

い
じ
）
の
お
宅
で
は
、
今
年
は
ス
イ

カ
が
大
豊
作
。
九
月
一
日
の
お
昼
に

収
穫
し
、
計
量
し
た
ら
二
十
九
キ
ロ

も
あ
り
ま
し
た
。
隣
は
ご
く
普
通
の

六
キ
ロ
の
も
の
で
す
。
　
「
ご
近
所
に

子
ど
も
が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
、
手

伝
っ
て
も
ら
い
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
甘
さ
も
充
分
で
、
赤
い
色

の
ス
イ
カ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
碍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
摺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

故
柳
一
郎
氏
に

従
五
位
勲
五
等
双
光
旭
日
章

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
遺
族
か
ら
社
会
教
育
に
ご
寄
附
も

　
八
月
十
三
日
に
永
眠
さ
れ
た
松
代

の
柳
一
郎
氏
に
、
九
月
六
日
付
け
で

従
五
位
勲
五
等
双
光
旭
日
章
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
故
柳
氏
の
功
績
に
つ
い
て
は
、
広

報
の
九
月
号
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
教
育
者
と
し
て
、
松
代

町
や
十
日
町
市
で
ご
活
躍
、
ま
た
、

教
職
を
退
い
た
後
も
、
町
の
社
会
教

育
に
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
剣
道
七
段
の
現
役
選
手
と

し
て
県
の
高
段
者
大
会
に
も
出
場
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
ご
遺
族
で
長
男
の
柳
修
氏

よ
り
「
社
会
教
育
に
役
立
て
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
町
の
教
育
委
員
会
に

三
十
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
次
回
に
開
催
す
る
教
育
委
員
会
で

こ
の
使
途
に
つ
い
て
協
議
し
、
社
会

教
育
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
。
ご
芳
志
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　　　ロ　　　　

町長杯争奪野球大会

　　優勝は松代町商工会

　　　9月12日の決勝戦で　9－6
　　　　準優勝は奴奈川モンチッチ
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名平の皆さん

　
武
田
　
培
男

　
　
　
　
　
（
名
平
・
宮
の
下
）

　
　
　
　
　
埼
玉
県
所
沢
市
在
住

　
名
平
は
、
松
代
町
で
も
最
も
過
疎

化
が
激
し
い
集
落
の
一
つ
（
終
戦
直

後
は
四
十
三
軒
あ
っ
た
の
が
、
今
は

た
っ
た
の
六
軒
）
で
す
が
、
去
る
七

月
二
十
一
日
、
名
平
出
身
者
と
地
元

の
方
々
を
含
め
て
五
十
余
名
が
一
堂

に
会
し
、
故
郷
で
盛
大
な
懇
親
会
を

開
き
ま
し
た
。

　
今
か
ら
十
年
前
、
離
農
し
て
首
都

圏
に
移
住
さ
れ
た
先
輩
た
ち
が
「
み

ん
な
で
集
ま
っ
て
近
況
を
語
り
合
お

う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
で
、

『
名
平
会
』
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

会
則
も
な
く
会
長
も
お
ら
ず
、
ま
こ

と
に
気
楽
な
会
で
す
。
そ
れ
か
ら
毎

お世話になりました。
年
十
一
月
下
旬
、
地
元
か
ら
も
何
人

か
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
、
上
野
の

新
潟
県
人
会
館
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
地
元
で
も
、
近
隣
市
町
村

や
町
内
他
部
落
へ
移
住
さ
れ
た
り
、

嫁
が
れ
た
り
し
た
方
々
を
迎
え
て
、

平
成
四
年
か
ら
名
平
公
民
館
で
毎
年

七
月
に
『
ふ
る
さ
と
名
平
会
』
が
開

催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
東
京
で
は
、
菅
井
勇
治
さ
ん
、
武

田
敏
良
さ
ん
と
私
の
三
名
で
世
話
役

を
仰
せ
つ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
ち
ょ

う
ど
十
年
の
節
目
を
迎
え
た
の
で
、

今
回
は
こ
ち
ら
か
ら
名
平
を
訪
れ
、

地
元
の
『
名
平
会
』
に
合
流
さ
せ
て

も
ら
え
な
い
か
と
お
願
い
し
て
み
ま

し
た
。
名
平
の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
は

大
歓
迎
と
い
う
こ
と
で
、
さ
っ
そ
く

総
寄
合
を
開
い
て
懇
親
会
場
や
宿
泊

場
所
の
確
保
、
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
や

予
算
な
ど
受
け
入
れ
方
法
を
検
討
し

て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。

　
当
日
、
こ
ち
ら
か
ら
の
参
加
者
は

二
十
名
と
な
り
、
マ
イ
カ
ー
に
分
乗

し
お
昼
前
に
名
平
へ
着
き
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
八
十
歳
を
越
え
た
方
も

何
人
か
お
ら
れ
、
私
な
ど
は
何
十
年

ぶ
り
と
い
う
懐
か
し
い
人
達
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。
区
長
さ
ん
の
歓
迎
ご

挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
名
平
の
女
衆
の

心
づ
く
し
の
郷
土
料
理
に
酒
が
は
ず

み
“
さ
べ
っ
ち
ょ
”
に
花
が
咲
く
う

ち
に
カ
ラ
オ
ケ
と
な
り
、
最
後
は
全

員
外
へ
出
て
一
カ
月
早
い
盆
踊
り
と

な
り
ま
し
た
。
散
会
後
、
割
り
当
て

ら
れ
た
家
に
分
宿
し
、
翌
日
は
公
民

館
で
朝
食
を
い
た
だ
き
、
そ
の
う
え

お
昼
の
赤
飯
弁
当
ま
で
頂
戴
し
て
、

、
名
残
惜
し
み
な
が
ら
帰
途
に
つ
き
ま

し
た
。

　
わ
ず
か
六
戸
に
な
っ
て
も
、
名
平

の
方
々
は
父
祖
の
地
を
守
っ
て
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

く
だ
さ
い
ま
す
。
そ
し
て

今
回
は
私
達
を
快
く
迎
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
男

衆
は
会
場
設
営
や
後
片
づ

け
な
ど
、
女
衆
は
料
理
づ

く
り
か
ら
給
仕
ま
で
、
皆

さ
ん
の
温
か
い
真
心
に
は

本
当
に
頭
の
下
が
る
思
い

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の

紙
面
を
借
り
て
あ
ら
た
め

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

竈窟趣㈹自

　駈會園葛爲4
　　各地区の申し込み先

　　　　　松代地区

鈴木佐一郎　　暦03－3924－6614

笠原　　清　　盈03－3692－3564

　　　　　峰方地区

秋山　正三　　盈03－3893－7979

若井　謙一　　暦03－3718－1021

　　　　　伊沢地区

山岸　弘政　　智045－934－9584

佐藤　正則　　智03－3382－0211

　　　　　山平地区

高橋　長松　　暦0489－22－2975

武田　晃平　　盈048－772－1081

　　　　　奴奈川地区

小堺　満三　　盈042－572－4708

小堺　朝毅　　暦042－362－5940

　
＊
＊
会
員
の
皆
様
方
へ
＊
＊

　
「
東
京
松
代
会
」
は
発
足
七
年
目

を
迎
え
、
会
員
数
は
一
千
名
を
越
え

る
に
至
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
二
～
三

年
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
の
が
実
情
で

あ
り
ま
す
。
明
年
、
故
郷
松
代
町
は

待
望
の
ほ
く
ほ
く
線
が
開
通
し
活
気

と
躍
進
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
佳
き
年
に
「
東
京
松
代
会
」
も

一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
仲
間
に
加

わ
っ
て
い
た
だ
き
発
展
を
期
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
首
都
圏
に
は
ま
だ
ま

㌔
『
、
亀
隔
ー
、
亀
噺
陰
、
』
噂
亀
、
馳
辱
騒
㌧
ー
『
』
鴨
亀
鴨
－
隔
亀
魅
鴨
、
ー
鶏
亀
㌧
ー
噛
』
、
噂
噺
ー
、
1
、
1
陶
嚇
亀
1
、
ー
、
1
、
1
噂
1
、
』
、
1
腎
ー
、
』
、
亀
隔
』
鴨
亀
㌧
ー
、
亀
、
ー
、
4

　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　儒　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　∂　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　β　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　躍　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　直　　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　曜’　　　　　　　　　一ρ　　　　　　　　　一8　　　　　　　　　一∂　　　　　　　　一∂　　　　　　　　一9　　　　　　　一’　　　　　　　8θ　　　　　　o’　　　　　　一’　　　　　一’　　　　　一9　　　　耀’　　　　一’　　　　ρ　　　■一　　　4一　　’一　　’o　　o岬　ダー　’一’一
ρo

望悪卿東京

だより

趣味の会

9／8　つり　東京湾ハゼ釣大会

　　　　優勝　山岸弘政　㊧24名

10／18　ゴルフ　上越国際十日町

　　　コース　松高コンペに参加

10／20　観劇　市川猿之助主演

　　　　　　　国立劇場　㊧31名

『
賜
、
1
、
』
、
亀
隔
1
、
亀
鴨
1
、
亀
も
亀
、
ー
、
騒
噺
』
、
1
恥
亀
噺
ー
、
1
鴨
亀
、
1
亀
亀
、
1
亀
亀
噺
－
噛
』
㌧
1
噂
－
噺
ー
噂
』
、
1
『
1
、
馳
噺
ー
隔
亀
㌧
1
鴨
騒
鴨
亀
、
亀
鴨
亀
、
1
、
』
魁
■

だ
沢
山
の
未
加
入
の
方
々
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
は
ず
で
す
。
も
う
一
度
お
知

り
合
い
を
お
誘
い
く
だ
さ
い
。

　
お
心
当
た
り
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

匝
ま
し
た
ら
、
各
地
区
の
責
任
者
に

是
非
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
年
会
費
は
三
、
○
○
○
円

で
加
入
者
に
は
『
広
報
ま
つ
だ
い
』

の
送
付
や
ふ
る
さ
と
松
代
町
と
の
交

流
、
趣
味
の
会
へ
の
加
入
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
特
典
が
あ
り
ま
す
。
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レ
乞
，
制
、
、
判
ガ
ー
，
．
、
ノ
　
璽

露
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
ぼ
ノ
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
ゾ
　
　
L
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
1
鮨
，
　

　
　
　
　
　
　
　
隻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亨
”
，
・
ヒ

　
　
　
　
　
ー
β
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ー
仔
免
田
彰
．
㍉
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
　
　
　
　
　
　
1
　
　
r
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
鼠

響お

撫
粉
銘
糠
・

　
　
し
ぶ
み
句
会

再
会
を
約
す
街
角
鶏
頭
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

虫
の
音
を
聞
き
分
け
て
ゐ
る
し
ま
ひ

風
呂
　
　
　
　
　
　
　
辰
風

お
だ
や
か
な
二
百
十
日
を
祀
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

流
れ
星
一
つ
流
れ
て
又
流
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

ひ
と
つ
ず
つ
枝
豆
口
に
き
り
な
く
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

媚
知
ら
ぬ
少
女
ひ
た
む
き
白
木
僅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
代

サ
マ
ー
タ
イ
ム
刻
む
真
昼
の
花
時
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
子

包
丁
を
当
て
し
西
瓜
の
さ
け
る
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

山
独
活
の
花
も
活
け
よ
持
ち
く
れ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

ゴ
ン
ド
ラ
の
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　　かず　　き

関谷和樹尻
　　5　歳
松代・みよしや

　　　み　つき
鈴木美月㌦
　　4　歳
松代・すずや

　　とも　ひろ
菅井智洋玩
　　5　歳
名平・かみや

「労働保険

働くみんなの

安心保険」

　10月は「労働保険適用促進月

間」です。労働者を一人でも雇

用している事業主は、労働保険

（雇用保険・労災保険）に加入

していただくことになっており

ます。両保険とも、労働者が安

心して働くためには欠くことの

できない制度です。

　まだ加入手続きをとられてい

ない事業主の方は、ぜひ最寄り

の労働基準監督署または、公共

職業安定所で加入手続きをお願

いします。

　なお、相談やお問い合わせな

どについても、お気軽にお尋ね

ください。

《お問い合わせ先》

高田労働基準監督署盈0255－24－2111

ハローワーク上越智0255－23－6121

ハローワーク新井盈0255－73－7611

買い物は

買い物袋を持参で！

　10月は「マイ・バッグ・キャ

ンペーン」期間。買い物に出か

ける時は、買い物袋を持参する

ようにしましょう。スーパーな

どでレジ袋をもらわず、持参し

た袋を使うことで資源の節約、

ごみの減量につながります。

　環境にやさしい暮らしのため

に、皆さんのご協力をお願いし

ます。

国保衛生係より

　8月に実施しました喀疾検査

を受けられた方で、まだ結果通

知を受けていない方は、今回の

検査結果は「異常なし」と判定

されましたのでご安心ください。

　今回の結果が良くても、今後

異常が生じないという保障はで

きませんので来年も必ず受診く

ださるようお願いいたします。

「インターネット

　　まちづくり活用講座」

　　　　　　参加者募集！

　「妻有・松之山郷」まちづく

り情報ネットワーク機構では、

N　T　T十日町支店の協力を得て

まちづくり団体を対象にしたイ

ンターネット講習会を開催いた

します。

　あなたの団体もインターネッ

トを活用して地域内外、世界と

情報交換をしてみませんか。

囹開催日　10月20日（日）PM1：00～

囹講習場所　N　T　T十日町支店

　　　十日町市町和町3丁目
囹講習内容・他の自治体や団体

　　のホームページ見学・イン

　　ターネットとは？・ホーム

　　ページの作り方・e　t　c

囹受講料　500円

囹定員　　15名（先着順で締切）

囹申込先　電話またはF　AXで

　十日町地域広域事務組合内

　「妻有・松之山郷」まちづくり

　情報ネットワーク機構事務局

　　智・Fax共通0257－57－2285

　　　　　　　ひかる
　　　高橋　光尻
　　　　　5　歳
　　　室野・中通住宅

　高橋光くんは、最年長の『み

どり組』。昨年度、広報の不注意

で掲載漏れとなってしまいまし

た。深くお詫びいたします。な

お、このようなケースの時は総

務課までお知らせください。

消費者の信頼のブランド

　　Sマーク

　標準営業約款は、理容店、美，

容店、クリーニング店が行う

囹事故が発生した場合の

　賠償内容　　　Safety（安全）

囹施設や設備の内容

　　　　　Sanitation（衛生）

囹仕事やサービスの内容

　　　　　　Standard（標準）

について正しく表示するもので

す。理容店、美容店、クリーニ

ング店のお店選びは『標準営業

約款登録店』で！

　標準営業約款制度の詳細につ

いては、全国環境衛生指導セン

ター（智03－3351－2381）または、

働新潟県環境衛生営業センター

（盈025－283－5900）までお問い合

わせてください。
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新潟県の

最低賃金が
　　　　改定されました

【発　効】平成8年10月1日

【賃金額】　1日当り　4，809円

　　　　1時間当り　602円
※この新潟県最低賃金は、原則

　として県下すべての労働者に

　適用され、使用者はその使用

　する労働者に対し最低賃金額

　以上の賃金を支払わなければ

　なりません。

【お問い合わせ】

〒948十日町市宇都宮9番地

　十日町労働基準監督署

　監督係　智0257－52－2079

　戦傷病者等の妻の方に

　　特別給付金が支給されます

囹特別給付金国債の最終償還を

終えた戦傷病者等の妻の方に、

改めて特別給付金として国債が

支給されます。

囹平成5年3月31日までに夫で

ある戦傷病者等が死亡している

場合、死亡原因により次の特別

給付金が支給されます。

・傷病恩給等支給の原因疾病に

　より死亡した場合……戦没者

　の妻に対する特別給付金

・普通のご病気で死亡（平病死）

　した場合……傷病者等の妻に

　対する特別給付金

　　　　　　（特例給付金）

囹請求手続きや金額等詳細な内

容につきましては、松代町役場

住民課社会福祉係（智7－2220）ま

でお問い合わせください。

15

　11月は職業能力開発月間。当

職業能力開発サービスセンター

では従業員の教育訓練に対する

助言などを、いつでも、無料、

秘密厳守で対応しています。

《プランナーが助言・指導》

　人材育成の専門家3人が、教

育訓練計画づくりの助言・指導

にあたり、必要に応じ企業訪問

もいたします。相談内容は秘密

扱い、経費は一切不要です。

《研修用ビデオを無料貸出》

各層別一新入社員、中堅、女性

　　　能力開発担当者用等
テーマ別一接遇、創造性開発等

一般教養一三沢千代治、田原総

　　　一郎、堺屋太一等、各界

　　　第一人者による講話

《社員教育に給付金支給》

　能力開発給付金、自己啓発給

付金を利用すれば、社内研修の

運営費（講師謝金、会場借料、

教材費等）講習会等の受講料、

賃金等が給付金の支給対象とな

ります。

助成率一中小企業％、大企業髪

一相談は一切秘密で無料一
《詳しくは》新潟市新光町11－7

（新潟光ビル5階）

新潟職業能力開発サービスセンター

　　　TEL　O25－283－2144
　　　FAX　O25－283－6947

上級救命講習を
　　　　　　開催します

【内容】　心肺蘇生法や止血法

　　　　　副子固定法の習得
【日時】平成8年11月9日（土）

　　8：30～12：0013：00～17：30

【場所】上越市北城町1－16－1

　　上越消防本部講堂（3階）

【定員】　30名（高校生以上を対

象に申し込み順とするが、普通

救命講習修了者を優先します。）

【参加費】　テキスト代金　70円

【受付】　10月21日～10月25日

【申込み】　電話でお申し込みを。

　　　松代分遣所　智7－2310

平成9年10月1日採用の

「妻有福祉会」

施設職員募集！

【職種】　精神科ソーシャルワー

カー　　【募集人員】1名

【受験資格】①昭和36年4月2

日以降生まれの社会福祉士又は

社会福祉主事の資格を有する人

（来春資格取得見込みの者含む）

②松代町など十日町広域圏に在

住又は在住予定で通勤可能な人

③自動車普通免許を有する人

【採用】①平成9年10月1日

②採用の日から6ヵ月間は試用

期間、その後6ヵ月で正式採用

【勤務場所】　精神障害者入所授

産施設（十日町塚原町に新設）

【申し込み】〒949－85十日町市

幸町　養護老人ホーム妻有荘内

　精神障害者入所授産施設建設

　準備室　智0257－58－2050
【受付期間】　10月15（幻～31日休）

　AM9：00～PM5：00（土日を除く）

　郵送は10月31日の消印有効

【提出書類】①職員採用試験申

込書②卒業証書の写し又は卒業

証明書③免許、資格を有する証

明書の写し④返信用封筒（住所

・氏名を記入し80円切手貼付）

㊧職員採用試験申込書は「妻有

荘」及び、松代町役場住民課で

【第1次試験】　8年12月1日（日）

・試験　AMIO：30～正午

・会場　養護老人ホーム妻有荘

・試験　一般教養及び対人適性

・検査、合格発表　12月中旬

【第2次試験】　8年12月20日㈲

・詳細は第1次合格者に通知

・会場　養護老人ホーム妻有荘

・試験　面接、体力テスト

・合格発表　12月下旬

【問い合わせ】養護老人ホーム

　「妻有荘」智0257－58－2050

【日時】平成8年10月21日（月）

　　　午後1時半～4時
【場所】総合センター　どなた

様もお気軽に。短歌は自作のも

の二首持参。短歌の提出だけで

も鑑賞だけでも構いません。
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る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

す
る
と
同
じ
島
の
ほ
か
の
群
の
猿
達

ま
で
も
が
同
時
に
ま
ね
を
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
な
ん
と
そ
れ
ば
か

り
か
、
海
を
隔
て
た
全
く
伝
達
手
段

の
な
い
島
に
ま
で
こ
の
行
動
は
広
が

っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
話
で
す
。
勿

論
正
確
に
百
匹
目
の
猿
が
ま
ね
を
し

た
訳
で
は
な
く
、
全
体
に
対
す
る
あ

る
一
定
量
を
超
え
る
と
爆
発
的
に
そ

の
現
象
が
広
ま
る
と
い
う
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
．

　
私
も
松
代
に
戻
っ
て
7
年
め
に
な

り
ま
す
が
、
最
近
若
い
人
が
増
え
た

な
ー
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
少
し
ず
つ
で
す
が
、
確
実
に
松
代

は
若
返
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

私
の
同
級
生
も
か
な
り
戻
っ
て
き
て

い
る
の
で
嬉
し
い
か
ぎ
り
で
す
。

　
さ
て
、
も
し
こ
の
ま
ま
松
代
に
若

い
人
が
定
着
し
て
い
け
ば
町
内
は
お

ろ
か
郡
内
、
い
や
日
本
中
の
過
疎
で

悩
ん
で
い
る
町
村
が
あ
る
日
突
然
活

性
化
す
る
日
が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
（
？
）
。
高
校
生
や
町
外
で
広
報
松

代
を
お
読
み
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
あ
な

た
が
百
匹
目
の
猿
に
な
っ
て
下
さ
い

／
●

　　oこわず
　かれ　　ひと　　　　　　われ　　ひと

＊彼も人なり、予も人なり

　他人にできることで、自分に

できないことはないということ。

一生懸命努めよということ。
　うま　　　　　　の

＊馬には乗ってみよ
　　　ひと　　　　　　そ

　　　人には添うてみよ

　外見だけでは馬も人もその真

価は測りしれない。馬には乗っ

てみなければわからないように、

人もまた、本当に知るためには

共に仕事をしたヤ）、暮らしてみ

る必要があるということ。

　男　　2，348人　　（一2人）

　女2，415人（＋8人）
　計4，763人（＋6人）
世帯数1，480世帯（一1世帯）

　出生3人　　死亡2人
　転入11人　　転出6人
　　　（8年9月末日現在）

一人ロの動き一

同團勧團回
（8月26日～9月25日受付）

　　幸せ多い人生を（結婚）

柳　　貞治・ニノ宮淳子歳

　　　　（苧島・いんきょや）

小堺　龍次・本間　順子哉

　　　　（蓬平・にほんばし）

　げんきな良い子に（出生）
　　ま　り　か
相沢麻里花筏栄一・こずえ歳

　（女の子・太平・こうじや）
　　み　　の　　り

関谷美乃里㌧　　公明・光子歳

　（女の子・松代・みよしや）

　ご冥福を祈ります（死亡）

山岸徳三郎哉　　85歳

　　　　　　（蒲生・ますや）

市川　政雄歳　　64歳

　　　（松代・まつえいや理容所）

武田　サツ㌦　　87歳

　　　　　（名平・よそうじ）

　※武田サツさんは9月号に

　　掲載できませんでした。

　　謹んでお詫びいたします。

圖
園
圏
圃

▼
本
と
の
出
会
い
、
そ
れ
ぞ
れ
特
別
な

思
い
出
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
小
さ
い
頃

の
童
話
や
マ
ン
ガ
、
宿
題
の
読
書
感
想

文
を
書
く
た
め
に
読
ん
だ
本
、
試
験
勉

強
で
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
引
い
た
参
考

書
や
教
科
書
、
徹
夜
で
読
み
ふ
け
っ
た

小
説
や
趣
味
の
本
な
ど
数
え
上
げ
た
ら

キ
リ
が
な
い
ほ
ど
で
し
ょ
う
が
、
も
う

一
度
読
み
返
す
と
、
ま
た
新
た
な
発
見

を
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
▼
今
月

の
末
か
ら
読
書
週
間
が
始
ま
り
ま
す
。

公
民
館
図
書
な
ど
も
利
用
し
、
こ
の
秋

視
野
を
大
き
く
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
ほ
く
ほ
く
線
に
初
め
て
電
車
が
走
り

ま
し
た
。
『
歴
史
的
』
と
も
い
え
る
こ
の

日
、
駅
で
そ
の
様
子
を
見
学
さ
れ
た
多

く
の
方
。
「
つ
い
に
…
…
」
と
い
う
気
持

ち
と
「
こ
れ
か
ら
…
…
」
と
い
う
意
気

込
み
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
じ
っ
く
り

と
本
で
も
読
ん
で
、
有
効
な
利
用
法
を

お
た
が
い
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
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